平成２１年１１月１６日

視　察　報　告　書（各委員提出用）
委員会名：教育民生常任委員会　　　　　　　　　報告者：　　　林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	視察先：　青森県　東通村
	視察日：平成２１年１１月１０日（火）

	参考となった事項

　小学校の２０人クラス、中学校の２５名クラスは、ゆとりを感じます。一人ひとりに目が届く環境でした。特に小学校の間仕切りのない、オープンクラスは解放的ですから、子どもの想像力が増すであろうと思います。
　歯科診療所が小学校内にあることは驚きでありましたが、子どものためには非常に有意義なものであると考えます。週に二回でも、学校で診療・治療してもらえる環境は日本でも東通村だけだと思います。

　小中学校の校舎が基本的には鉄筋コンクリートではありますが、内部は木造と見間違うほど木材がふんだんに使われており、木に包まれていると感じました。天井も高く、採光もよく、開放的な校舎となっていました。つまり、子どもたちが安心できる環境がありました。

	課題・問題点

　東通村小中学校が村内１校ということに不安を覚えます。これは、庄原中学校にも言えることですが、競うということがありません。生徒もそうですが、先生にも言えます。更に、東通村で採用となった村雇用の先生にはまるで移動がありませんので、モチベーションの維持に苦心されるのではないでしょうか。
　子どもたちに東通村に残ってほしいがための教育ということは理解できますが、教育を施して出て行く可能性も高いと思えます。地元に根ざす教育という観点が感じられませんでした。もう、農業や漁業はしなくていいという風にも見えましたが、私だけがそう感じたのかも知れません。「故郷は遠きにありて思うもの」とならないことを願います。
　校舎や周辺施設の維持管理に不安を覚えます。いくら原発の補助金が来るからと言っても、贅沢千万と感じました。ものには、限度というものがあります。

	提言・その他

　日本全国という表現がありますが、地方の寄り集まりが全国だと痛感した今回の視察です。金太郎飴である必要はないのですが、金太郎飴になっていっているのではとも感じました。原子力という国の政策による部分が多いものを地方に持ってくることは、作られた地方になるということだと思います。青森県でも最北端、本州でも最北端の下北半島が、作りかえられている現実を目の当たりにしました。
　さて、庄原市の場合はどうでしょうか。だれもが自慢できる故郷といえるでしょうか。自慢できるとは、自分でほめ人に誇ることができることです。人柄だけに頼っているようでは自慢とはいえません。みなさんの英知を結集して、おらがまち「庄原」を創りだしていきたいと思います。思いつきで行動することは、時間とお金の無駄使いに他なりません。


平成２１年１１月１６日

視　察　報　告　書（各委員提出用）

委員会名：教育民生常任委員会　　　　　　　　　　報告者：　　　林　　高正　　　 eq \o\ac(○,印)
	視察先：　青森県　むつ市
	視察日：平成２１年１１月１１日（水）

	参考となった事項

　合併により、小規模校と大規模校の抱える問題が表面化し、適正規模化を模索する中から、小中一貫教育による課題解決を選択されたてきた過程が参考となりました。その中でも、大規模といえる中学校を分割し、小中一貫校を建設するというお話しには、我が意を得たりと感じました。
　

	課題・問題点

　平成２３年度からの導入ということで動かれているのですが、正直、本当にできるのかなと不安に思いました。教育委員会主導でやられていると感じたので、現場の先生や生徒さんに混乱が生じるのではと危惧しています。実験校か実証校でもいいのですが、モデルを立ち上げて検証活動を通して本番を迎えるべきではないのかなと今でも思っています。
　むつ市の地形も歴史的バックボーンも分かりませんが、「無理をせず実施します」とか、「地域性を大切にします」という言葉からも、気分は相当に使われていることが分かりました。

	提言・その他

　私は小中が同じ敷地の同じ建物であるというには、異議を唱えるものです。どこまでの距離なら大丈夫というものは持ち合わせていませんが、少し距離を置いた配置がいいと考えています。効率化でのみの判断ではない、少し不便という価値観も必要ではないでしょうか。


平成　　年　　月　　日

視　察　報　告　書（各委員提出用）

委員会名：教育民生常任委員会　　　　　　　　　　　　　報告者：　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
	視察先：　　　県　　　市
	視察日：平成　　年　　月　　日（　）

	参考となった事項

　

	課題・問題点

　

	提言・その他

　


